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166: ヘキサデシル（トリメチル）アンモニウムの塩 1 

 2 

＜リスク評価一次（評価Ⅱ）に用いる有害性情報等＞ 3 

優先評価化学物質通し番号 166 

物質名称 ヘキサデシル（トリメチル）アンモニウムの塩 

CAS 番号 57-09-0、112-02-7、65060-02-8 

 4 
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 8 

 9 
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＜有害性情報の収集状況及び暫定予測無影響濃度（PNEC1）等（2018.10.23 現在）＞  1 

  2 

有害性の収集状況 

不確実係数積の算出 PNEC (mg/L) 

（キーデータ 2÷不確実係数

積） 

栄養段階

3 
生産者 一次消費者 二次消費者 

毒性分類 慢性 急性 慢性 急性 慢性 急性 不確実性（係数） 
不確実係数

積 

毒性値 

(mg/L) 
0.0019 0.0071 0.0226 0.0126 × 0.278 

 種間外挿4（5） 

 室内試験から野外への

外挿5（10）  

5×10= 

50 

0.0019÷50= 

0.000038（0.038μg/L） 

×：有害性情報が得られていない 3 

 4 

＜情報提供をお願いする試験＞ 5 

                                                      
1 Predicted No Effect Concentration 

2 PNEC の算出に用いる毒性値 

3 生産者＝藻類等、一次消費者＝甲殻類（ミジンコ）等、二次消費者＝魚類等 

4 毒性値が揃わないことに対する不確実性であり、２栄養段階の慢性毒性値が不足すると「10」、1 栄養段階の慢性毒性値が不足すると「5」が得られている慢性毒性値

に課される。慢性毒性値が得られていない栄養段階で急性毒性値も得られていない場合、得られている急性毒性値には ACR（Acute Chronic Ratio:急性慢性毒性比）に

加えて「10」が課される。 

5 室内試験から野外への不確実係数（10）は 3 栄養段階の慢性毒性値がある場合でも減じることはできない 
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 二次消費者の慢性試験結果 1 

 2 

＜情報の提供による PNEC 等の変化＞ 3 

情報の提供により

低減される不確実

性 

不確実係数積の変

化 

情報が提供された場合の PNEC 値

(mg/L) 

備考 

種間外挿 50→10 

0.0019÷10＝0.00019（0.19μg/L） 

または 

情報が提供された慢性毒性値÷10 

慢性毒性値の最小値を不確実係数積（10）で除した値が PNEC

になる。 

仮に生産者の慢性毒性値が慢性毒性値のうちの最小値であると

すれば、種間外挿の不確実性係数 5 が 1 に減じられ、現在得ら

れている情報から算出した PNEC 値よりも 5 倍大きな値とな

る。 

 4 

注）優先評価化学物質の製造・輸入を行う事業者は化審法第 166 条に基づき、化審法の審査項目に関する試験等を行って人や動植物に対する毒性など一定の有害性を示5 

す知見を得たときは、国へ報告することが義務づけられている。また、生態毒性試験結果が得られない場合には、化審法第１０条第１項に基づく有害性情報の求め、6 

または、化審法第１０条第２項に基づく有害性調査指示が出される可能性がある。 7 
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基本情報 1 

優先評価化学物質通し番号 166 

物質名称 ヘキサデシル（トリメチル）アンモニウムの塩 

CAS 登録番号（CAS RN®） 57-09-0、112-02-7、65060-02-8、8030-78-2、68002-62-0、68002-63-1 

 2 

表 1. PNEC 値算出の候補となる毒性データ一覧 3 

No 
 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

1 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchneriel
la subcapitata 

57-09-0 16 Br 100 慢性 NOEC 
GRO(RATE

) 
3 

0.012 

(0.0019) 
 1 

【1】

【2】 

初期実測濃度 

（実測値の幾何平

均濃度） 

2 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchneriel
la subcapitata 

57-09-0 16 Br 100 急性 EC50 
GRO(RATE

) 
3 

0.031 

(0.0071) 
 1 

【1】

【2】 

初期実測濃度 

（実測値の幾何平

均濃度） 

3 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 8030-78-2 

16-

18 
Cl 48.4 急性 LC50 MOR 2 0.0126 2 【3】   

4 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 57-09-0 16 Br 100 急性 EC50 IMM 2 0.0157  1 

【4】

【5】 
  

5 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 57-09-0 16 Br 100 慢性 NOEC REP 21 0.0226  1 

【6】

【7】 
  

6 
二次消

費者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 57-09-0 16 Br 100 急性 LC50 MOR 4 0.278  1 

【8】

【9】 
  

7 
二次消

費者 
魚類       慢性       該当データなし 

 4 

 5 

 6 

 7 
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表 2. PNEC 値算出の候補とならない毒性データ一覧 1 

No 

 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

1 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

57-09-0 16 Br   慢性 NOEC 
GRO(RATE

) 
3 0.0011 4 【10】 詳細不明 

2 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(RATE

) 
3 0.00411 4 【10】 詳細不明 

3 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

参考）

68308-64-5 

12-

14 

C2H5O

SO3 
96 慢性 NOEC 

GRO(RATE

) 
3 0.008  【11】   

4 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

参考） 

7173-51-5 

10×

2 
Cl 39.6 慢性 NOEC 

GRO(RATE

) 
3 0.013  【12】  

5 生産者 藻類 

ミクロキ

スチス属

（藍藻） 

Microcystis sp. 57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(YIEL

D) 
4 0.025 4 【13】 詳細不明 

6 生産者 藻類 

ミクロキ

スチス属

（藍藻） 

Microcystis 
aeruginosa 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(YIEL

D) 
4 0.03 4 【14】 詳細不明 

7 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

参考）112-

03-8 
18 Cl >97 慢性 NOEC 

GRO(RATE

) 
3 0.04  【15】   

8 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

参考）

7173-51-5 

10×

2 
Cl 39.6 急性 EC50 

GRO(RATE

) 
3 0.062  【12】   
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No 

 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

9 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

参考）112-

03-8 
18 Cl >97 急性 EC50 

GRO(RATE

) 
3 0.08  【15】   

10 生産者 藻類 

アンキス

トロデス

ムス属

（緑藻

類） 

Selenastrum sp. 57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(YIEL

D) 
4 0.09 － 【13】 推奨種外 

11 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(YIEL

D) 
4 0.09 4 【14】 詳細不明 

12 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

参考）

52467-63-7 

16×

3 
Cl 70.8 慢性 EC10 

GRO(RATE

) 
4 0.104  【16】   

13 生産者 藻類 

クロレラ

属（緑

藻） 

Chlorella fusca 112-02-7 16 Cl 25 急性 EC50 GRO 
14-

24H 
0.12 3 【17】 暴露期間が不適 

14 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

参考）

68308-64-5 

12-

14 

C2H5O

SO3 
96 急性 EC50 

GRO(RATE

) 
3 0.14  【11】   

15 生産者 藻類 

ムレミカ

ヅキモ

（緑藻） 

Pseudokirchnerie
lla subcapitata 

参考）

52467-63-7 

16×

3 
Cl 70.8 急性 EC50 

GRO(RATE

) 
4 0.18  【16】   

16 生産者 藻類 

クロレラ

属（緑

藻） 

Chlorella fusca 112-02-7 16 Cl 25   EC80 GRO 
14-

24H 
0.23 3 【17】 暴露期間が不適 
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No 

 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

17 生産者 藻類 

クロレラ

属（緑

藻） 

Chlorella 
pyrenoidosa 

68002-62-0 
16-

18 
Cl >97.5 急性 EC50 

GRO(YIEL

D) 
4 0.28 4 【18】 詳細不明 

18 生産者 その他 
コウキク

サ 
Lemna minor 112-02-7 16 Cl 98 急性 EC50 GRO(根長) 7 0.08 4 【19】 詳細不明 

19 生産者 その他 
コウキク

サ 
Lemna minor 112-02-7 16 Cl 98 急性 EC50 

GRO(乾重

量) 
7 0.09 4 【19】 詳細不明 

20 生産者 その他 
コウキク

サ 
Lemna minor 112-02-7 16 Cl 98 急性 EC50 

GRO(葉状

体数) 
7 0.1 4 【19】 詳細不明 

21 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 8030-78-2 

16-

18 
Cl 48.4 急性 EC50 IMM 2 0.0175 4 【3】   

22 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 8030-78-2 

16-

18 
Cl 48.4 慢性 NOEC REP 21 0.0068 4 【3】   

23 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 

参考）

8030-78-2 

16-

18 
Cl 48.4 慢性 NOEC REP 21 0.0068 ― 【20】  

24 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 68002-61-9 

16-

18 or 

18

不飽

和 

Cl 48.4 慢性 NOEC REP 21 0.0068 ― 【21】 

被験物質が当該優

先評価化学物質番

号に含まれるか不

明 

25 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 

参考）

68002-61-9 

16-

18 or 

18

不飽

和 

Cl 48.4 慢性 NOEC REP 21 0.0068 － 【22】  

26 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 112-02-7 16 Cl 98 急性 LC50 MOR 2 0.01 4 【19】 詳細不明 
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No 

 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

27 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 

参考) 

65060-02-8 
16 

CH3O

SO3 

88.57 

(or 

88.75

) 

急性 EC50 IMM 2 0.025  【23】   

28 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 57-09-0 16 Br   急性 EC50 IMM 2 0.026 4 【24】 詳細不明 

29 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 61789-18-2 

8-18

（12

-14

中

心) 

Cl 12 急性 EC50 IMM 2 0.0493 － 【25】 入手不可 

30 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 57-09-0 16 Br   急性 EC50 IMM 1 0.058 4 

【26】

【27】 

詳細不明 

原著 0.16µM（分子

量 364.45×

0.16µM= 58µg/L) 

31 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 8030-78-2 

16-

18 
Cl 48.4 急性 EC50 IMM 2 0.0989 3 【3】   

32 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 8030-78-2 

16-

18 
Cl 48.4 慢性 NOEC REP 21 0.0991 4 【3】   

33 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 

参考）

68391-03-7 

12-

18 
Cl 33a.i. 急性 LC50 MOR 2 ca.0.09  【28】   

34 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 

参考）

61789-18-2 

8-18

（12

-14

中

心) 

Cl 33 急性 LC50 MOR 2 0.0924  【29】   

35 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

属 
Gammarus sp. 112-02-7 16 Cl   急性 LC50 MOR 2 0.1 4 【30】 詳細不明 

36 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 57-09-0 16 Br 99 急性 IC50 IMM 1 0.13 4 

【31】

【32】 
詳細不明 
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No 

 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

37 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

科 

Echinogammarus 
tibaldii 

57-09-0 16 Br   急性 LC50 MOR 4 0.16 － 【33】 推奨種外 

38 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 61789-18-2 

8-18

（12

-14

中

心) 

Cl 33 急性 NOEL IMM 2 <0.236 － 【25】 入手不可 

39 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

科 

Echinogammarus 
tibaldii 

57-09-0 16 Br 98 急性 LC50 MOR 4 0.24 － 【34】 推奨種外 

40 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

科 

Echinogammarus 
tibaldii 

57-09-0 16 Br   急性 LC50 MOR 4 0.27 － 【33】 推奨種外 

41 
一次消

費者 
甲殻類 

オオミジ

ンコ 
Daphnia magna 61789-18-2 

8-18

（12

-14

中

心) 

Cl 33 急性 EC50 IMM 2 0.28 － 【25】 入手不可 

42 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

科 

Echinogammarus 
tibaldii 

57-09-0 16 Br   急性 LC50 MOR 4 0.42 － 【33】 推奨種外 

43 
一次消

費者 
その他 

ナミウズ

ムシ 
Dugesia japonica 57-09-0 16 Br 99 急性 LC50 MOR 4 0.45 4 【35】 詳細不明 

44 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

属 

Gammarus 
italicus 

57-09-0 16 Br 98 急性 LC50 MOR 4 0.72 4 【34】 詳細不明 

45 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

属 
Gammarus pulex 57-09-0 16 Br   急性 NOEC Rest 0.0833 1 3 【36】 暴露期間が不適 

46 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

科 

Echinogammarus 
tibaldii 

57-09-0 16 Br >=99 急性 LC50 MOR 1 7.7 － 【37】 推奨種外 

47 
一次消

費者 
甲殻類 

ヨコエビ

属 
Gammarus pulex 57-09-0 16 Br   急性 LOEC Rest 0.0833 10 3 【36】 暴露期間が不適 
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No 

 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

48 
一次消

費者 
甲殻類 

ミズムシ

科 
Asellus sp. 112-02-7 16 Cl   急性 LC50 MOR 2 58 － 【30】 推奨種外 

49 
一次消

費者 
その他 

ツボワム

シ 

Brachionus 
calyciflorus 

112-02-7 16 Cl >95 慢性 EC50 LOCO 2 0.067 4 【38】 詳細不明 

50 
一次消

費者 
その他 

ミズミミ

ズ科 
Dero sp. 112-02-7 16 Cl   急性 LC50 MOR 2 0.22 － 【30】 推奨種外 

51 
一次消

費者 
その他 

ナミウズ

ムシ 
Dugesia japonica 57-09-0 16 Br 99 急性 NOEC MOR 4 0.25 3 【35】 

暴露期間とエンド

ポイントが不適 

52 
一次消

費者 
その他 

ナミウズ

ムシ 
Dugesia japonica 57-09-0 16 Br 99 急性 NOEC MOR 2 0.25 3 【35】 

暴露期間とエンド

ポイントが不適 

53 
一次消

費者 
その他 

ウズミシ

科 
Dugesia sp. 112-02-7 16 Cl   急性 LC50 MOR 2 0.68 4 【30】 詳細不明 

54 
一次消

費者 
その他 繊毛虫 

Colpidium 
campylum 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(YIEL

D) 
1 0.96 － 【39】 推奨種外 

55 
一次消

費者 
その他 

ナミウズ

ムシ 
Dugesia japonica 57-09-0 16 Br 99 急性 LOEC MOR 4 1 3 【35】 

暴露期間とエンド

ポイントが不適 

56 
一次消

費者 
その他 

ナミウズ

ムシ 
Dugesia japonica 57-09-0 16 Br 99 急性 LOEC MOR 2 1 3 【35】 

暴露期間とエンド

ポイントが不適 

57 
一次消

費者 
その他 繊毛虫 

Colpidium 
campylum 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(YIEL

D) 
1 1.58 － 【39】 推奨種外 

58 
一次消

費者 
その他 

ナミウズ

ムシ 
Dugesia japonica 57-09-0 16 Br 99 急性 LC50 MOR 3 1.63 － 【35】 

4 日暴露の結果が

あるため、用いな

い 

59 
一次消

費者 
その他 繊毛虫 

Colpidium 
campylum 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 GPOP 1 1.65 － 【40】 
入手不可 

推奨種外 

60 
一次消

費者 
その他 繊毛虫 

Colpidium 
campylum 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(YIEL

D) 
1 1.69 － 【39】 推奨種外 
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No 

 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

61 
一次消

費者 
その他 繊毛虫 

Colpidium 
campylum 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 GPOP 1 1.92 － 【40】 
入手不可 

推奨種外 

62 
一次消

費者 
その他 繊毛虫 

Colpidium 
campylum 

57-09-0 16 Br   急性 EC50 
GRO(YIEL

D) 
1 2.03 － 【39】 推奨種外 

63 
一次消

費者 
その他 線虫類 Rhabditis sp. 112-02-7 16 Cl   急性 LC50 MOR 2 2.2 － 【30】 推奨種外 

64 
一次消

費者 
その他 

ナミウズ

ムシ 
Dugesia japonica 57-09-0 16 Br 99 急性 LC50 MOR 2 2.83 － 【35】 

4 日暴露の結果が

あるため、用いな

い 

65 
一次消

費者 
その他 

ナミウズ

ムシ 
Dugesia japonica 57-09-0 16 Br 99 急性 LC50 MOR 1 3.16 － 【35】 

4 日暴露の結果が

あるため、用いな

い 

66 
一次消

費者 
その他 

ニセヒゲ

ユスリカ

属 

Paratanytarsus 
parthenogeneticu
s 

112-02-7 16 Cl   急性 LC50 MOR 2 6.2 － 【30】 推奨種外 

67 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

68424-85-1 

12-

16,ベ

ンジ

ル 

Cl 30 慢性 NOEC MOR 28 0.0322  【41】   

68 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

参考）

68424-85-1 

(12-

16),

ベン

ジル 

Cl 30 慢性 NOEC MOR 28 0.0322  【42】   

69 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

参考）

68424-85-1  

(12-

16),

ベン

ジル 

Cl 30 慢性 NOEC MOR 28 0.0322 － 【43】  

70 
二次消

費者 
魚類 

タイセイ

ヨウサケ 
Salmo salar 112-02-7 16 Cl 50 急性 LC50 MOR 1 0.07 3 【3】   
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生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値
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性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

71 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

8030-78-2 

16 or 

18 

(平

均

17.2) 

Cl 95 急性 LC50 MOR 4 0.08  【44】 

TOC 1.7mg/L、2-6

週齢で小さい 

イオン性物質であ

るためフミン酸を

用いれば毒性緩和

を起こす。ただし

1.5mg/L 以下でな

ければ使用できな

い 

72 
二次消

費者 
魚類 

ブルーギ

ル 

Lepomis 
macrochirus 

112-02-7 16 Cl 98 急性 LC50 MOR 4 0.10 4 【19】 詳細不明 

73 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

8030-78-2 

16 or 

18 

(平

均

17.2) 

Cl 95 急性 LC50 MOR 4 0.10  【44】 

【45】 

TOC 1.4mg/L、2-6

週齢で小さい 

イオン性物質であ

るためフミン酸を

用いれば毒性緩和

を起こす。ただし

1.5mg/L 以下でな

ければ使用できな

い 

74 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

8030-78-2 

16 or 

18 

(平

均

17.2) 

Cl 95 急性 LC50 MOR 4 0.12  【44】 

TOC 2.4mg/L、2-6

週齢で小さい 

イオン性物質であ

るためフミン酸を

用いれば毒性緩和

を起こす。ただし

1.5mg/L 以下でな

ければ使用できな

い 
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ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

75 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

8030-78-2 

16 or 

18 

(平

均

17.2) 

Cl 95 急性 LC50 MOR 4 0.12  【44】 

TOC 3.2mg/L、2-6

週齢で小さい 

イオン性物質であ

るためフミン酸を

用いれば毒性緩和

を起こす。ただし

1.5mg/L 以下でな

ければ使用できな

い 

76 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

8030-78-2 

16 or 

18 

(平

均

17.2) 

Cl 95 急性 LC50 MOR 4 0.15  【44】 

TOC 2.0mg/L、2-6

週齢で小さい 

イオン性物質であ

るためフミン酸を

用いれば毒性緩和

を起こす。ただし

1.5mg/L 以下でな

ければ使用できな

い 

77 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

8030-78-2 

16 or 

18 

(平

均

17.2) 

Cl 95 急性 LC50 MOR 4 0.18  【44】 

TOC 4.6mg/L、2-6

週齢で小さい 

イオン性物質であ

るためフミン酸を

用いれば毒性緩和

を起こす。ただし

1.5mg/L 以下でな

ければ使用できな

い 

78 
二次消

費者 
魚類 

ゼブラフ

ィッシュ 
Danio rerio 112-02-7 16 Cl 29 急性 LC50 MOR 4 0.19-0.29 3 【46】 

毒性値が範囲で示

されている 
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生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期
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毒性値
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性ラ
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出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

79 
二次消

費者 
魚類 

ゼブラフ

ィッシュ 
Danio rerio 57-09-0 16 Br   急性 LC50 MOR 4 0.2 4 【47】 

TOC 濃度からの換

算値 

詳細不明 

80 
二次消

費者 
魚類 

ブルーギ

ル 

Lepomis 
macrochirus 

112-02-7 16 Cl   急性 LC50 MOR 4 0.25 4 【30】 詳細不明 

81 
二次消

費者 
魚類 

ファット

ヘッドミ

ノー 

Pimephales 
promelas 

8030-78-2 

16 or 

18 

(平

均

17.2) 

Cl 95 急性 LC50 MOR 4 0.26  【44】

【45】 

TOC 5.1mg/L、2-6

週齢で小さい 

イオン性物質であ

るためフミン酸を

用いれば毒性緩和

を起こす。ただし

1.5mg/L 以下でな

ければ使用できな

い 

82 
二次消

費者 
魚類 

ゼブラフ

ィッシュ 
Danio rerio 112-02-7 16 Cl  急性 LC50 MOR 4 0.59  【48】 止水式、実測なし 

83 
二次消

費者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 
mykiss 

57-09-0 16 Br   急性 LC50 MOR 1 0.605 3 
【27】

【49】 

暴露期間が不適。

原著 1.66µM（分子

量 LC50364.45×

1.66µM =605µg/L) 

84 
二次消

費者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 
mykiss 

参考）

61789-18-2 

8-18

（12

-14

中

心) 

Cl 33 急性 LC50 MOR 4 0.783  【50】 
CocoTMAC (active 

ingredient 33%) 

85 
二次消

費者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 
mykiss 

参考）

61789-18-2 

8-18

（12

-14

中

心) 

Cl 35 急性 LC50 MOR 4 1.12  【51】 
CocoTMAC (active 

ingredient 35%) 
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生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間

（日） 

毒性値

(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

アル

キル

鎖長 

カウン

ターイ

オン 

純度

(%) 
急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

86 
二次消

費者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 
mykiss 

61789-18-2 

8-18

（12

-14

中

心) 

Cl 33 急性 NOEL MOR 4 1.82 － 【25】 入手不可 

87 
二次消

費者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 
mykiss 

61789-18-2 

8-18

（12

-14

中

心) 

Cl 33 急性 LC50 MOR 4 2.3 － 【25】 入手不可 

88 
二次消

費者 
魚類 

ゼブラフ

ィッシュ 
Danio rerio 

参考）

68308-64-5 

12-

14 

C2H5O

SO3 
96 急性 LC50 MOR 4 13.8  【52】   

注）「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンスⅢ．生態影響に関する有害性評価」での収集範囲に含まれる有害性情報を整理した。  1 

【信頼性ランク】 2 

 １（信頼性あり）：化審法試験法又は特定試験法を用いて、GLP（Good Laboratory Practice、優良試験所基準）に従って試験が実施されて3 

いる。かつ試験対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されており、含まれている不純物等の成分は毒性に影響し4 

ないと考えられる。 5 

 ２（信頼性あり）：化審法試験法又は特定試験法からの逸脱や不明な点が若干あるが、総合的に判断して信頼性がある。かつ試験対象物質6 

に関する情報（純度、成分等）が明記されており、含まれている不純物等の成分は毒性に影響しないと考えられる。  7 

 ３（信頼性なし）：試験方法は、化審法試験法又は特定試験法からの逸脱が著しく、これら試験法への適合性が判断できないか、科学的に8 

妥当ではない。又は試験対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されているが、不純物が毒性値に影響している可9 

能性が否定できない。 10 

 ４（評価不能）：試験方法に不明な点が多く、化審法試験法又は特定試験法への適合性が判断できないか科学的な妥当性を判断する情報が11 

ない。又は試験対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されておらず、その妥当性が判断できない。  12 

 －：有害性情報はガイダンス「III.4.2.1  有害性情報の更新状況の確認と新たな情報の収集」に記載されている情報源を基に収集したが、13 

試験生物が「III.4.1.2  有害性評価Ⅱの対象とする生物」の範囲に含まれていないか、原著を入手できない等、毒性値の信14 

頼性を確認することができない。 15 

 空欄：情報を収集したが、まだ信頼性評価を行っていない。 16 
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【エンドポイント】EC※(※％Effective Concentration)：※％影響濃度、EC50（Median Effective Concentration）：半数影響濃度、IC50（50% inhibitory concentration）：1 

半数阻害濃度、LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度、LOEC(Lowest Observed Effect Concentration）：最小影響濃度、LOEL（Lowest Observed 2 

adverse Effect Level）：最小影響量、NOEC（No Observed Effect Concentration）： 無影響濃度、NOEL（No Observed adverse Effect Level）：無影響量 3 

【影響内容】GPOP（Population Changes,General）：複合的な測定による個体数の変化、GRO（Growth）：生長・成長、IMM（Immobile）：遊泳阻害、LOCO（Distance Moved, 4 

Change in Direct Movement）：移動距離、MOR（Mortality）：死亡、REP（Reproduction）：繁殖、再生産 5 

（）内：試験結果の算出法 RATE：生長速度より求める方法（速度法）、YIELD:（収量法） 6 
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